
ＪＲ東海労の松崎明さん 突然のご逝去を悼む 
 

わたしたちＪＲ東海労にとって松崎明さんは、ＪＲ東海労
そのものです。特に葛西・公安ブロックの下で熾烈に掛けら
れている組織破壊攻撃に対して、わたしたち ＪＲ東海労 組
合員一人ひとりの苦しい想いと苦闘を常に理解し、共に闘っ
てくれました。だから、松崎さんは ＪＲ東海労 なのです。 
 
 わたしたち ＪＲ東海労は、なによりも 東二運分会は松崎
さんの優しさと力強さの導きによって、今日 ここで闘い続け
られていることに感謝しています。 
 
 松崎さん。わたしたち ＪＲ東海労は、あなたの突然のご逝
去をとても信じられません。しかし、わたしたち 東二運分会は
現実をしっかり受け止めて、これまで以上に、とりわけ松崎さ
んがいつも言っていた 自然 人間 抵抗 そして 家族と職
場 を原点にして 闘い続ける決意をあらたにしています。 
 
 今、ＪＲ東海の職場では全社員＝労働者に対する人権
無視と否定、そして法をも犯した理不尽な攻撃が 命令と服
従 規律と忠誠心 として繰り返されています。 

しかし、わたしたち ＪＲ東海労、なによりも 東二運分会は
その矢面に立ち ひるむことなく果敢に立ち向かっています。
これからも 松崎さんの優しさと力強さ によって培われた組
合員の力＝組織力によって、葛西・公安ブロックの熾烈な
攻撃に抗する闘いを続けます。 

 
職場でかけられる攻撃は具体的です。その具体的な攻

撃に組合員一人ひとりが 具体的に 一生懸命立ち向か
って闘い続けます。ＪＲ東海労 東二運分会は約束します。  
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